
○基礎学力の定着と高度資格取得等を目ざすことにより、学力の向上を図る。

○須坂商業の伝統を須坂創成に継承し、地域との連携を深め、開かれた学校づくりを推進する。

対象 評価項目 評　　価　　の　　観　　点 A B C D E

・一人ひとりの生徒に対してわかりやすい授業が行われ、ゆきとどいた学習指導がなされている。 3 4 0 0 0

・家庭学習の時間をもつための取り組みができている。 1 2 2 2 0

○検定前学習の充実 ・検定学習をするための組織的、計画的な環境作りができている。 7 0 0 0 0

○マーケットでの実習販売 ・商業の授業として体系的な取組みができ、総合技術高校としても意義ある行事となっている。 6 1 0 0 0

○適切なコース選択 ・生徒個人の将来設計に見合ったコース選択がなされている。 3 4 0 0 0

○生活指導の取り組み ・生活指導係の基本方針や指導内容が理解でき、評価できる。 2 5 0 0 0

○日常の指導の充実 ・基本的生活習慣の確立と規範意識の向上に取り組めている。 2 5 0 0 0

○教育相談 ・支援を必要とする生徒に対して対応し、校内の教育相談体制が機能している。 0 7 0 0 0

○いじめ未然防止 ・いじめの未然防止など安心・安全な学校づくりがなされている。 2 3 1 0 0

○進路指導体制の充実 ・進路指導係の基本方針は理解でき、学校全体で進路指導体制が充実している。 3 4 0 0 0

○進路情報の提供 ・進路情報の収集・提供が適切になされ、生徒の進路意識を高めることができている。 4 3 0 0 0

○キャリア教育の充実 ・将来を見据えたキャリア教育の推進とインターンシップを積極的に推し進められている。 3 3 1 0 0

○就職先の確保 ・地元企業との連携を図り、生徒の就職先の確保に努めている。 7 0 0 0 0

○生徒会活動の活性化 ・生徒の主体的な活動を推進できている。 4 2 0 0 0

○クラブ活動の充実 ・クラブ活動が須坂創成チームとなり、より活発に行われている。 5 2 0 0 0

○中学生に対するＰＲ ・公開授業、体験入学などを通じて中学生に須坂創成に関する理解を深める事ができている。 3 3 1 0 0

○学校評議員会の充実 ・学校の教育活動を十分に説明することできているか。 4 2 1 0 0

○地域との広報活動 ・ＨＰを充実し、地域にタイムリーな情報発信ができている。 3 3 1 0 0

○総合技術高校の運営 ・両キャンパスが連携を取り、３学科を備えた総合技術高校として学校運営が適切に行われている。 1 4 2 0 0

○家庭との連携 ・生徒の学習、生活、進路について十分な連携ができている。 1 4 2 0 0

○ＰＴＡ行事の充実 ・行事を充実させ、学校と家庭との親睦を図ることができている。 2 3 2 0 0
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学校教育目標 今年度の重点目標

○希望に満ちた積極的な人間の
形成を目指す。○何ごともやり抜
く気力・体力を養う。○豊かな品
位ある誠実な人格を養う。

○自己有用感をもち、主体的に社会に参加しようとする姿勢を育成する。

○自分を大切にするとともに、他者を思いやることができる人権意識を涵養する。

　　　　　　　　　　評価の凡例　　　　　　　A：そう思う　B：ややそう思う　C：どちらともいえない（わからない）　  Ｄ：あまりそう思わない　Ｅ：思わない

重点目標（中・長期的目標） ○生徒の希望する進路実現につながるキャリア教育の推進を図る。

１．地域から信頼される学校づく
りを推進する。

評価２．生徒の主体的な学習活動を
推進する。

３．生徒の職業意識を高め、キャ
リア教育の充実を図る。
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・第2回学校評議員会の3人の3年生の活動説明が素晴らしかった。
・来年度の人気が高いということ、地域の中学からの希望者が多い事実から本校の教育の質の高さがうかがい知れた。
・第2回学校評議員会の3名の生徒に代表されるように、確かな高校3年間の生活を過ごす中で成長していくのだと実感しています。
・閉校し須坂創成高校となる来年度も、社会との接点、生徒の主体性を大切にした学校づくりをご期待申し上げます。
・須商のＤＮＡをしっかり須坂創成へ引き継いで頂きたい。
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